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論文の内容の要旨
(目的)
本論文は、大正から昭和初期に於いて、主に官展にて作品を発表していた夫折の彫刻家堀江尚志(1897-
1935)とその彫刻作品について論じたものである。堀江の人物像については、践に佐々木一成著の研究報告
「堀江尚志の生涯と芸術J(r岩手県立博物館研究報告第3号j1985年、 pp.l17-132)において一度詳らかに
されたが、それ以降研究に際立った進展が見られず、その作品は現存するにも関わらず、これまで十分に焦
点が当てられてこなかった。著者は塑造制作者の視点から堀江の作品やその表現に関心を持ち、現存が確認
される全ての作品の実見調査を行っており、それが本論文の基幹となっている。一方で、大正から昭和初期
に刊行された資料や周囲の人物の言説に基づきながら、堀江の彫刻家としての実像を改めて明確化しようと
試みている。それら現存作品に見る表現の実際と調査によって浮かび上がってくる彫刻家の実像を相互に関
連付けながら考察していくことによって、現代の視点からその塑造表現の再評価を試みることを目的として
いる。
(対象と方法)
本研究では、堀江の現存作品が有する造形上・表現上の特質についての考察を基幹とし、それを彫刻家個
人の動向、社会的背景、人間関係による相互の影響と相互に対応させながら論を展開している。堀江の動向
(言説含む)・社会背景、堀江周辺人物の動向(言説含む)に関する調査を文献調査及び開き取り調査によっ
て行い、作品分析については現存作品の実見調査(撮影含む)に図って考察を進めている。
第1章では堀江尚志の生涯について論じている。第 1節では出生から美術学校在学期の動向について、第
2節では美術学校卒業(1922年)から結核を患い療養する以前の時期について、第3節では療養後再起して
から 1935年に没するまでの期間の動向について記している。
第2章では、大正から昭和初期の彫刻界及び社会背景について、堀江の動向と照らし合わせながら、その
様相を論じている。第 I節では、堀江が主として作品を発表した官展の動向について、在野団体の動向と対
照的に扱いながら論じており、第2節では、大正期彫刻界の近代化の背景となったヨーロッパの彫刻動向に
よる影響、及び当時に於いて日本伝統彫刻が彫刻家にいかように捉えられていたかについて論じている。第
3節では、大正~昭和初期の社会棺について見ていくことを日的として、特に近代化される都市風景と堀江
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の作風の関係に焦点を当てて論じている。
第3章では堀江尚志の周囲の人物に焦点を当て、相互の影響関係のあり方について論じている。第 l節で
は、堀江が師として仰いだ朝倉文夫の生涯のうち、特に堀江と関わりのあった大正から昭和初期の動向につ
いて論じ、第2節では、堀江の学友ともいえる塊入社同人の彫刻家について論じ、塊入社の動向と堀江の関
わりについても言及している。第 3節では、堀江の郷里である岩手県関係の美術家との人脈について論じ、
南部利淳や鋳金工芸界との影響関係について考察している。又、岩手県美術界を通じて後代の彫刻家である
舟越保武や照井楽に影響を与えた点についても言及している口
第4章では、現存する作品の調査に基づき、堀江の塑造表現について制作実践的観点から作品分析を行っ
ている。第 l節では、主にモデルを用いた塑造作品について考察し、具体的にはくある女:>(1920年)と
く少女座像:>(1924年)の造形的変化とその変化に関わったと見られる背景について、肖像作品について、
く横JlI省三像:>(1929年)を中心とした着衣像の制作上・造形上の特質について、くトルソ:>(1932年)
に見られる表現の特質という諸観点から論じている。第2節では、堀江の作品の中でもセメントを用いた作
品に着目し、その造形的特質について述べている。〈顔:>(1922年)ゃく少女座像〉の制作痕跡から、
1920年代前半に於ける堀江の塑造素材への関心を指摘し、これが後のセメントを素材とした表現に繋がる
ことを言及している。又、ここでは筆者による材質転換の制作例も採り上げながら、モルタル・コンクリー
ト・石膏の其々を用いた場合、表現にどう影響が現れるかを検討している。第3節では、晩年の堀江による
動物を主題とした作品について論じている。ここでは、く金鶏〉く狗:><!鰹魚置物:><:鰹:><兎〉を採り上
げ、適宜実際の形態とも比較しながら、堀江が晩年に追求した彫刻観がいかなるものであったかについて考
察・検討を試みている。
(結果)
ここまでの検証・調査・考察を基に、改めて堀江芸術の特質を纏め、その彫刻史的意義について論考して
いる。堀江は学生期以降、朝倉の下で研究に勤しみ、自然観照に基づく制作のあり方を研究してゆく中で細
部が捨象され量塊に還元された造形表現に至ったが、それは堀江が写実の姿勢をもって表現を追求していっ
た結果、当時に於いて独特とも言える新たな写実表現に到達したという事実を示している。そしてその実現
には、堀江の清廉潔自な性格や素質は勿論のこと、師・友人・岩手県の美術界による影響が不可欠であった
といえ、対象(モデル)に対する造形的見方の深化のみならず、塑造素材への関心と実践が、堀江のリアリ
ズムをより独自性豊かなものにしたものと捉えている。以上の視点に立ち、本論では堀江の塑造表現を、明
治期のリアリズムを素地として、それを更に一歩発展させたリアリズムの延長線に捉えている口
(考察)
これまで近代彫刻史に於いて、堀江について概説的に紹介されたものはあったが、その表現の実際に焦点
を当て、それを彫刻家の実像と結びつけながら体系的に捉えた研究はなかったといえる。本論では、言説や
史実に基づきながらも、制作者の視点からその表現を注意深く見ていくことによって、堀江の作品が有する
造形的特質を改めて捉えており、それによって既存する堀江の彫刻家像を更に具体化し、刷新に繋げている。
ただ、本論では療養中の動向や「綜合美術協会Jでの活動、一部の作品の素材特定など、明確にできなかっ
た点をいくつか残しており、時代背景との関わりについても更に調査研究を進める必要があるものと認めら
れることから、これを今後の課題としている。
審査の結果の要旨
これまでの日本近代彫刻史研究を概観する限り、大正から昭和初期の、特に塑造分野の彫刻については、
概して次のような視点から特色付けされることが多かった。一つは、ロダン (Au郡1StRodin;1840-1917)な
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ど近代フランス彫刻を中心とした、西洋と日本の影響関係に着目したものであり、もう一つは、新興美術運
動や、展覧会を通じて社会と彫刻界の繋がりを図った構造社など、これまでにない新傾向の主張を打ち立て
た彫刻表現に注目したものである。ロダンの流れを踏襲した彫刻家が在野団体に多く集まったことも関係し
て、美術展評や関連記事に、在野団体が積極的に採り上げられることはあっても、宮展があまり積極的に採
り上げられることはなかった。そのような思潮のなか、主にその作品を宮展に発表していた堀江の表現は一
見して奇抜なものではなかったこともあって、新傾向の表現のように特筆され、紹介されてきたわけではな
かった。したがって、近代彫刻史に於ける堀江尚志という作家研究がこれまで十分に行われてきたとは言い
難い。著者はこれまで塑造制作を継続して研究し、その作品を新制作展にて発表している制作者の視点から
堀江の表現に着目し、その表現の特性と所以を多角的に追究し、それが近代彫刻に於いていかなる意味を為
しえたのかを論じている。
第 l章では堀江尚志の生涯について、美術学校卒業まで、 1925年に結核で倒れ療養する以前と療養以後
の3つの時期に分けて振り返っている。ここでは、特に堀江の実弟である堀江起や堀江が親しくしていた彫
刻家である松田尚之による言説、更には当時の作品評など資料の丁寧な読み込みによって、堀江のより詳細
な作家像が捉えられている。
第2章では、堀江尚志が活躍した大正から昭和初期という時代の性質について、美術団体、西洋美術との
関わり、日本美術との関わり、当時の時代風景や意匠・様式に着目しながら論じている。著者は、堀江の動
向について当時の官展の傾向を肯定的に認めながら、その基盤の上に堀江の表現が開花したものと捉え、一
方で、堀江の言説に基づき同時代美術への関心を認め、改めてロダン流行期からロダン流行以後の時代に生
きる彫刻家であることを捉え、時代との接点を見出している。
第3章では、堀江が彫刻家として活動するよで不可欠であったといえる師(朝倉文夫)、学友(塊入社同人)、
岩手県に関係する美術家等との関わりについて詳細に論じている。堀江の造形表現を鑑みる上で、その礎と
なった朝倉による影響は少なからず大きいものと目しているが、学生期から意識を高め合った塊入社での取
り組みが堀江の造形をより独創性豊かなものにし、郷里岩手県との関わりが、彫刻家としての堀江の動向を
後ろ盾したことを明らかにしている。
第4章では、現存する実見可能な全ての作品についてそれを採り上げ、制作者の観点からその造形の成り
立ちと特徴を考察している。特に、モデルを用いた表現や晩年の動物表現については、くある女〉を彫刻家
の最初の基準作として捉えながら、その後の造形及び造形観の進展と、一方で、変わることのない彫刻家の
性質について詳細に探り出している。又、塑造素材という側面にも着目し、素材への関心とその探求が、堀
江の表現を一層特色豊かにしていることを指掃している。更に結章において、これまでの多角的な考察を基
に、その作風を彫刻家の実像と統合して捉えながら、写実の姿勢を基盤とし、様々な時代の影響を反映しな
がらも、他には見られない独自性を有する造形を生み出した点を評価している。
これまでの日本近代彫刻のあり方を踏まえつつ、既往の研究では、注目に薄く造形に対する評価も未だ不
十分であった堀江尚志の塑造表現に着目し、その造形美の価値を制作者の視点から捉えている。近代彫刻史
の中でも、大正から昭和初期の美術は近年注目されつつあるが、現況として外見的に斬新な造形を纏う作品
が時代の新潮流として検討される中で、そこでは未だ注目されていない新たな表現の動向を見出した研究と
いえるだろう。さらに、堀江の独自性を問時代の中で相対的に捉えながら、一方で、造形のプロセスや素材
性に準拠しながらその表現の特質を明らかにし、独自の新知見を有した解釈によって、新たな作家論を構築
したものといえる。
平成24年l丹27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(芸術学)の学伎を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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